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I. Spatial Distribution Patterns of Host and Two parasitoids 

Kazuki MlURA and Tadashi MlURA 

Two parasitoids, Gonatoceru.s cincticipitis and Paracentrobia andoi, parasitized on the 

green rice leafhopper, Nephotettix cincticeps, have been recognized to coexist fairly stable 

in the same paddy field. However, it has been known that no two species having the 

same niches can exist together owing to the competitive exclusion principle. Hence, 

authors investigated the spatial distribution patterns of host and two parasitoids and 

interspecies association between two parasitoids 

The distribution patterns, representing by host eggs and egg masses and parasitized 

eggs and egg masses in the paddy field, were analyzed by the m*-m relationship 
proposed by lwao (1968). Interspecies association was analyzed by the interspecies mean 

crowding and correlation index (T) Proposed by lwao (1977) 

The intraspecies m*-m regression of host and two parasitoids indicated nearly the random 

distribution. The interspecies m;*-m revealed independent distribution of two parasitoids 

Therefore, it was assumed that two parasitoids could be coexisted by this results 
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Relationship between intraspecies mean crowding (m*) and mean 

density(m) for the distribution of Nephotettix cincticeps and ratio of 

mean crowding to mean density(m*/m) of it 

The broken line indicates Poisson distribution. O : The paddy fieid-A 

O : The paddy field-B. 
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える．

　A水田では，β＝1，134，B水田では，β＝1，227とな

り，弱度の集申分布を示している．相対的尺度として

刎＊／刎値を計算した，榊＊／榊はランダム分布で1，集中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
分布では1より大，一様分布で1より小となる（Iwao），

今回の調査においては，ツマグロヨコバイの卵塊密度の

低い時期には榊＊／肋値は1より大きくなるが，密度が

高まると1に近づく，これはランダム分布に近づくこと

を示している．

　b）卵粒単位でみた空問分布

　2種の寄生蜂の寄生は卵粒単位であるので，寄生蜂の

行動を知るために卵粒単位の分布について吟味をした．

　その結果，A水田では，α＝13，433，B水田では，

α＝10，504となった．このことからして，卵塊の分布は

1卵塊が基本集合単位なので，1卵塊の卵粒がA水田で

は11．43，B水田では10．50卵が，密度小無限のとき

の卵塊サイズに当ると考えられる．

　A水田におけるβは1，135，B水田がβ：1，251と

なった。このβ値は卵塊の場合とほゾ等しい．閉＊／榊

値を求めると，A，B両水田とも同様な分布で，ランダ

ム分布に近い数値を示した．

　ツマグロヨコバイ成虫の産卵様式は，A，B両水田に

おいて差がなく，卵塊，卵粒の分布型には差がみられな

いといえるが，若干B水田の方が分布の集申煩向があっ

た．一般的にツマグロヨコバイの産卵はランダムに近い

行動様式をもっているといえる．B水田における分布の

集申的傾向は農薬散布時の薬剤付着のむらから生じてい

るかも知れない．

2．R⑫棚0乏の空聞分布と行動

　寄生蜂の分布ならびに行動についての統計量は，被寄

生寄主の卵塊および卵粒から計算した．

　泓）被寄生卵塊単位でみた蜂の空聞分布と行動

　A水田では，α二〇．116，B水田では，α＝一〇．351と

なり，基本集合単位は密度小無限では1卵塊，つまり独

立分布をしていることがわかる．これはツマグロヨコバ

イの卵塊がイネ1株当り1卵塊を基本集合単位としてい

ることに起因するものと考えられる．第2図参照．

　A水田ではβ＝1，171となり弱度の集申分布を示し

た．B水面では，β＝1，574となりA水田よりも強度の

集申分布がみられた。
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　相対的尺度伽＊／刎値をみると，ほゾランダム分布と

みられる．このことからして，R伽∂06の被寄生卵塊

の分布はランダムに近い分布型をもっている。B水田に

おいては、低密度の時期に集中分布型を示し，密度の高

まりにつれてランダム分布に移行していることがわか

る．B水田（農薬散布）における分布型と人為的制御に
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よるこれらの関係は稿を改めて報告する。

　b）被寄生卵粒単位でみた蜂の空聞分布と行動

　A水田では，α38，316，B水田では，α＝6，937とな

った。密度小無限の時に1卵塊申の卵の7から8粒に寄

生するということになる．

　A水田では，β：1，253，B水田では，β＝1，951とな

り，B水田での集申度が高い．

3。θ6加嚇吻鋤8の空聞分布と行動

画）被寄生卵塊単位でみた蜂の空問分布と行動

　A水田では，α＝1．O17，これは密度小無限で2卵塊

ということを示している．A水田においてはコロニー単

位であることがわかる、B水田では，α：一〇．392とな

り，基本集合単位が1卵塊を示した。第3図．

　A水田では，βζO．972となり，ほゴランダム分布と

みられる。B水田では，β＝1，261で弱度の集申分布で

あった。

　刎＊／刎値をみると，A，B両水田ともランダム分布

に近いことがわかる．R伽∂0乏と同様にB水田では

α＜O，β＞1により，密度変化につれて，過大分散から

過少分散に移行することがわかる．

　b）被寄生卵粒単位でみた蜂の空聞分布と行動

　A水田では，α＝14，346，β：1，258至B水田では，

α＝5，132，β＝・1，395となり，A水田よりもB水田の方

が集中度が高くなった。

　刎＊／泌値をみると，A，B両水田ともランダム分布

に近いことがわかる．

　2種の寄生蜂の空間分布とその行動について比較して

みると，両種ともB水田の方がより集中的であったが，

これは寄主の分布に起因しているものと考える。これは

薬剤散布の不均一による健全な寄主の分布型に依存した

結果と考えられた。2種の寄生蜂の寄主探索行動は，

A，B両水田ともランダムに近い行動様式をとっている

ことが理解された．
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4．　2種の寄生蜂の分布の童複

　2種の寄生蜂の空間分布にどのような関連性があるか

について吟味をした．
　　　4）
　IWaOの種間平均こみあい度と重複度示数としてω示

数を用いて分析した。

　Gακ肋ψ肋3に対するP肋6ozの種間平均こみあ

い度およぴR倣〃に対するG．6伽地ψ桃のそれ

は，次式で表わされる。

　　　伽ま。一圭物仰ブ／差吻ゴ

　　　　　　ゴ＝1　　　　　ゴ昌1

　　　肌奏θ一圭仰切／圭・、プ

　　　　　　戸1　　　　　　プ＝1

　ここで吻ゴと仰ゴはそれぞれゴ番目の株における，

G．6伽地伽挑と尺α〃oづの個体数である。
　　恭　吻pはG．6ゴ鮒｛6伽桃1卵塊がイネ1株で平均何卵
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塊のRα”0づにとり囲まれているかを示している。

　　＊　仰θはそれの逆を示している．

　そこで，刎p（R伽∂0づの平均卵塊密度）に対する

〃島の回帰をとり，α＝O，β＝1の回帰直線の上に位置

するか下に位置するかによって両種の分布の関連が判定

できる．これを更に詳細に検討するためにω示数も求

めて検討した．

ω（・）一1三；l1篶；

ω（一）ノ鴻∂）

（ブ≧ブ（肋∂））

こ㌧で，ブは。

（r≦ブ（加∂））

また，

ブー〉（伽妻浄濤、1）

w）一〉（榊茅隼、）・（榊算、）

である．ω示数は2種が独立に分布するときを基準にし

た相対的な重複度（分布相関）を表わす．こ㌧でO〈ω

≦1のとき重複し，ω二〇のとき2種は独立分布を示す，

一1≦ω〈Oのとき2種は排反する．この結果を第4，5

図に示した．両種ともA，B水田の場合，回帰によくあ

てはまった。（r2＝O．9）

　この場合，A水田の尺α〃oづに若干のちがいがみら

れるが，α÷O，β÷1にあてはまる．

　このことからして，A，B水田における2種の寄生蜂

はランダムに分布し，独立的にまじりあっていることが

わかる．またω示数をみると，A水田においてはどの

ような密度の場合でもOを上下しており，若干の重複と

排反がみられるが，相対的には独立している。B水田に

おいては低密度の場合に2種は鋳反し，局密度になるに

つれて若干の重複がおこる傾向があるが，ほゴ独立的と

みて大きな誤りはないものと思う．

　Gauseの競争的排反の原理では，　“生態的に等しい

2種は共存できない。という。この原理の解釈にあたっ

ては，マクロ，ミクロ的な視点があり，実験的にも，制

約空間，解放空間があるが，著者等の人工生態系（水

田）の場合には，2種の寄生蜂は，マクロな空間分布の
　　　　6，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　5）

菟三浦，個体群成長の季節的な差，三浦。ミク甲な水

田内の分布などによるニッチの差をもって共存可能な状

態をつくり出しているものと思考される．

　今回は水田内というミクロな空間分布のちがいを検討

した．A，B水田とも蜂の空間要求は独立的なものであ

り，若干の競争の場もあることが認められた．

　A水田は無農薬，B水田は憤行防除がなされていた

が2種の寄生蜂の空問分布には大差が認められなかっ

た．
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